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開識社の研究

開
識
社
の
研
究

着
想
お
よ
び
文
学
観
に
つ
い
て

開
識
社
と
い
う
、
農
学
校
生
徒
の
文
学
会
ピ

5
5
q
F
S
Q
の
結

成
事
情
を
告
げ
る
、
多
分
最
も
早
い
記
録
は
、
ク
ラ
l
ク
文
書
一
一
一
一
(
『
北

大
百
年
史
札
幌
農
学
校
史
料
ハ
ロ
一
一
一
七
、
文
学
会
設
立
許
可
願
〉
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
十
一
月
一
日
の
目
附

を
以
て
、
荒
川
重
秀
ほ
か
一
八
名
の
学
生
が
許
可
願
を
提
出
し
、
そ
れ
に

ク
ラ
l
ク
が
推
薦
の
言
葉
を
裏
書
き
し
て
校
長

E
g
n
g円
の
調
所
広
丈
に

送
っ
た
ら
し
い
。
文
学
会
の
設
立
を
望
む
学
生
た
ち
の
目
的
は
、
知
識
を

伸
ば
し
、
英
語
と
日
本
一
語
の
話
し
方
お
よ
び
作
文
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
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た
だ
し
、
そ
の
希
望
が
学
生
自
身
の
自
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
逢
坂
信
ま
は
『
ク
ラ
l
ク
先
生
詳
伝
』
の
な
か
で
、

亀

井

秀

雄

「
こ
れ
は
必
ず
先
生
の
悠
惑
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
」
と
言
い
、
右

の
許
可
願
の
和
文
訳
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
早
速
『
開
識
社
』
と
い
う
が

設
立
「
れ
、
先
生
自
ら
そ
の
『
規
則
及
細
則
』

7
箇
条
(
叩
年
1
月
上
旬

早
々
と
推
定
せ
ら
る
る
真
筆
今
尚
保
存
〉
を
起
稿
」
と
書
い
て
い
る
。
彼

が
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
資
料
的
な
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た

と
え
当
時
の
学
生
だ
っ
た
人
か
ら
の
伝
関
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

ク
ラ
l
ク
の
「
悠
葱
」
と
い
う
点
は
確
か
に
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ク
ラ
I
ク
が
編
集
し
、
も
ち
ろ
ん
自
身
も
執
筆
し
た
匂
守
三
与
さ
HH丈
HN

河
町
、
己
主
ロ
」
「
ど
も
官
、
白
人
山
h
・
三
室
内
同
臣
、
白
目
。
己
目
白
司
有
(
『
札
幌
農
餐
第
一
年

報
』
明
治
十
一
年
十
一
月
刊
〉
の
な
か
で
、
開
識
社
の
活
動
が
次
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

2

〉

-
5
5
q
g口一
m
q
r
a
z
s
O
H
m
g
H
N丘
三
円
F

H
F
目
口
同
日
巾
間
同
一
回

zrugw
回出品即一
-
p
m
B巾B
E
5
0『
任
問
。
D
]
】巾間ぬ

図司巾凹
E
4
F口
問
主

HraH
若

3
E可

5
2江口問団

HOHHdE34作

E

L各自己ロ
mu
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者
ロ
己
口
問
出
口
仏
m℃
g
r
F
口
問
w
E
r
c
p
p
o
v
u
g
g向

-回口問ロ問問何回ョ

学
生
の
許
可
願
に
な
か
っ
た
母
Z
E
聞
が
こ
こ
に
加
え
ら
れ
、
開
識

社
の
記
録
を
見
れ
ば
仏
R
F
B
喜
S
も
行
わ
れ
た
。
逢
坂
信
去
が
紹
介
し

た
、
「
且
つ
自
ら
『
演
壇
に
立
ち
し
時
の
態
度
、
姿
勢
よ
り
音
声
の
抑
揚

に
至
る
ま
で
、
一
々
や
っ
て
見
せ
ら
れ
た
』
の
で
あ
る
」
と
い
う
証
言
も

そ
れ
に
照
応
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
実
際
の
運
営
は
、
ま
ず
ク
ラ
l
ク
の

強
力
な
指
導
の
下
に
始
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
関
識
社
に
関
す
る

報
告
は
、
ク
ラ
l
ク
が
農
学
校
を
辞
め
た
後
の
、

'
P
3
3弘
勾
辛
口
三
(
『
第

二
年
報
』
)
以
後
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
少
な
く
と

も
ク
ラ
l
ク
に
と
っ
て
開
識
社
は
公
式
の
報
告
に
記
載
す
べ
き
公
的
な
団

体
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
d
Z
5
0
5
巾
日
宮
a
o
『
岳
巾
の
o
一
一
巾
町
四
ョ
と
い

う
表
現
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『
第
一
年
報
』
に
よ
れ
ば
当
初
の
入
学
者
は
二
四
名
で
あ

っ
た
が
、
ク
ラ
l
ク
が
そ
の
報
告
を
執
筆
し
た
一
八
七
七
年
(
明
治
一

白ロ仏岡山口同一
U
F

北大百年の諸問題

O
)
三
月
の
時
点
で
は
|
|
『
第
二
年
報
』
に
よ
れ
ば
|
|
一
八
名
で
、

関
識
社
の
規
則
書
に
そ
の
全
員
が
署
名
し
て
い
る
。
許
可
願
を
提
出
し
た

一
九
名
か
ら
一
人
減
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
退
学
者
が
あ
っ
た
た
め
ら

し
く
、
ク
ラ
l
ク
が
言
う
£
ご
廿
巾
目
。
H
M
M
g
a
i
-
-
・3
は
も
ち
ろ
ん
間
違

っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
開
識
社
の
規
則
に
も
や
や
不
思
議
な
点
が
あ
り
、
そ
れ
は

学
生
の
自
主
的
な
入
社
を
保
証
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対

応
す
べ
き
自
発
的
な
退
社
を
保
証
す
る
条
文
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

-

E

g

a

z

a

宮
F
L
S
m
S
百
え
Z
O
|
任
町
仕
え
吾
四

百
m
ヨ
g
g
官
何
百
三
国
丹
田
ミ
月
間
己
主
可
円
白
]
】
止
g
z
z
ロ
m
H
2
5
包
一
m
g
m
m

c
『
E
q
a
E
同
)
H
8
2
8
邑
臣
、
と
、
い
わ
ば
除
名
の
場
合
し
か
規
定

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
(
第
六
条
)
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
禁
酒
禁
煙
の
誓
約
に
お
け
る
、
E

叶
『
巾
ロ
ロ
内
r
a
-
m
口
止

o
h
E
n
o
沼
田
口
円
四
回
門
口
品
。
口
Z
O
同
片
町
叩

ω凶
同
)
同
)
O
H
O
〉
間
口
口
己
Z
H
m
-
。
。
口
角
川
間
m
w

}百円巾
σ可
問
。
]
司
自
口
一
可
司
円
O
B
2
0
5
凶
r
a
a
口
開
口
己
邑
可
同
5
5
円
Z
g
♂
一
口

B
M『
門

O
円
H
H
J
2
8
宮
田
回
目
E
E
ロ
何
回
w
O
問
。
宮
口
g
i
-
-
-
m
o
-
c
ロ
岡
田
聞
耳
目

白
5
8
E
E
止
さ
号
吾
巾
5
2
X
口
氏
。
ロ
ョ
(
下
線
は
引
用
者
〉
と
い
う
発

想
と
共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
な
面
か
ら
見
る
時
、
ク
ラ
i
ク
の
い
わ
ゆ
る
£
一
任
冊

目
同
g
g
a
o
h
岳
司
。
。
一
r
m
m
ョ
は
単
な
る
事
実
の
報
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、

開
識
社
の
将
来
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
指
示
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
く

る
。
全
員
主
義
あ
る
い
は
統
制
主
義
、
と
も
呼
ぶ
べ
き
ク
ラ
l
ク
の
発
想

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
生
の
自
主
的
な
団
体
に
退
社
の
規
定
が
な
い
の
は
明
ら
か

に
不
都
合
で
あ
る
。
そ
れ
が
顕
在
化
し
た
の
が
第
一

O
二
会
〈
一
八
八

O

年
九
月
二
十
五
日
)
に
お
け
る
開
識
社
規
則
の
確
認
で
あ
っ
た
、
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
点
は
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
も
う
一
っ
こ
こ

で
主
持
g
q
ョ
の
観
念
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
「
文
学
」
観
が
、
今
日
一
般
に
言
う
と
こ
ろ
の
創
作
や
批
評
と
著

し
く
呉
る
こ
と
、
い
ま
さ
ら
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
一
八
七

七
年
前
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
「
文
学
」
と
は
文
字
書
籍
に
関
す
る
学
問

を
意
味
し
、
創
作
や
批
評
の
ほ
う
が
む
し
ろ
無
視
さ
れ
て
い
た
。
太
田
雄

三
は
『
ク
ラ
l
ク
の
一
年
』
と
い
う
研
究
の
な
か
で
、
ホ
イ
l
ラ
ー
が
家

族
に
送
っ
た
手
紙
に
「
『
日
本
の
教
育
』
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
挙
げ
て
い
た
点
に
注
目
し
、
「
こ
れ
は
森
有
礼
が
編
さ
ん
し
て
一
八
七

三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
刊
行
し
た
同
を
円
白
尽
き
宮
、
冬
一
喜
一

h

h

山
内
司
、
叫
同
伺
巴
¥
ト
ミ
門
町
三
込
弘
弘
、
ご
同
町
h
N
F
H

句
、
宕
誼
な

S
H
H
h
s旬
、
町
内
向
ま

な
弘
之
さ
三
国
内
口
三
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
は
グ
ラ
l
ク
の
ア
マ
ス
ト
大
学
教
授
時
代
の
同
僚
巧
ニ
一
一

E
d
g
g
g

や

T
一
吉
田
出
・

ω
邑
習
の
日
本
の
教
育
に
対
す
る
建
言
も
収
録
さ
れ
て

い
る
本
で
あ
る
」
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
可
能
性
と
し
て
は
、
ロ
ミ
正
室
己
ミ
ミ
が
一
八
七
六
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
し
た
除
b
民
間
隔
に
E
h
h
E
3
2

H
U
E
S及
。
お
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
文
部
省
の
依
頼
を
受
け

〆
ピ
ツ

ep

レ

て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
和
文
訳
が
一
八
七
七
年
八
月
、
大
関
慕
莱

罫
・
小
林
儀
秀
訳
『
日
本
教
育
史
略
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
森
有
礼
編

纂
の
も
の
は
、
森
自
身
の
日
本
歴
史
に
関
す
る
長
文
の
序
文
と
、
ア
メ
リ

カ
の
学
者
や
牧
師
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
四
篇
の
回
答
、
及
び
二
篇
の
論
文

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
的
な
テ
l
マ
は
、
日
本
語
を

廃
止
し
て
英
語
を
採
用
す
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
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『
第
二
年
報
』
に
述
べ
ら
れ
た
日
本
の
教
育
の
歴
史
に
対
す
る
批
判
か
ら

見
て
、
ホ
イ
l
ラ
ー
を
啓
発
し
た
の
は
『
日
本
教
育
史
略
』
の
英
文
の
ほ

う
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
モ
ル
レ

l
の
眼
に
映
っ
た

我
が
国
の
文
学
状
況
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
日
本
ニ
於

テ
ハ
古
来
文
人
墨
客
ア
リ
テ
人
民
大
ニ
之
ヲ
尊
重
シ
、
通
例
或
ハ
大
政
府

或
ハ
諸
侯
ヨ
リ
之
ニ
俸
稔
ヲ
給
与
セ
リ
。
日
本
古
代
ノ
文
学
ト
称
ス
ル
者

ハ
、
専
ラ
歴
史
理
学
詩
賦
小
説
ノ
類
ニ
シ
テ
、
木
板
ヲ
以
テ
印
刷
ス
ル
ノ

〔
マ
マ
]

術
伝
播
セ
シ
以
来
、
賎
価
ヲ
共
テ
書
籍
ヲ
増
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ナ
リ
。

小
説
ハ
広
ク
衆
人
ノ
読
ム
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
殊
ニ
婦
女
子
ノ
好
ム
モ
ノ
多

シ
。
外
国
ト
交
際
ヲ
関
テ
邦
人
ノ
気
ヲ
鼓
動
セ
シ
以
来
、
外
国
ノ
学
術
及

外
国
ノ
法
律
風
俗
ヲ
知
ン
ト
ス
ル
ノ
志
望
極
テ
盛
ナ
リ
。
故
-
一
目
今
日
本

ノ
文
学
ハ
、
此
需
用
ニ
応
ゼ
ン
が
為
ニ
、
其
方
向
ヲ
転
ズ
ル
ト
云
モ
可
ナ

リ
」
。
そ
れ
で
は
、
日
本
人
自
身
に
と
っ
て
文
学
と
は
ど
う
い
う
も
の
と

意
識
さ
れ
て
い
た
か
。
そ
の
『
日
本
教
育
史
略
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
榊

原
芳
野
篇
「
文
芸
概
略
」
に
よ
れ
ば
、
文
学
と
は
儒
学
を
始
め
、
書
学
、

画
学
、
医
学
、
薬
物
学
、
外
科
、
銀
医
、
暦
学
、
漏
刻
学
な
ど
を
含
み
、

文
房
具
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
和
歌
や
物
語
文
学
に
つ
い
て

「
文
章
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

は
、
別
に
、

当
時
の
農
学
校
生
徒
は
、
も
ち
ろ
ん
個
人
的
に
和
歌
や
漢
詩
文
を
暗
む

学
生
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ホ
〈
争
観
は
右
の
場
合
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
学
生
た
ち
が
、
モ
ル
レ
!
の
観
察
し
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た
、
「
目
今
日
本
ノ
文
学
ハ
、
此
需
用
(
外
国
ノ
学
術
及
外
国
ノ
法
律
風

俗
ヲ
知
ン
ト
ス
ル
)
ニ
応
ゼ
ン
が
為
ニ
、
其
方
向
ヲ
転
ズ
ル
」
動
向
の
な

か
で
、
文
学
会
の
結
成
を
思
い
立
っ
た
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
イ
l
ラ
ー
が
『
日
本
教
育
策
』
や
『
日
本
教
育
史
略
』
に
類
す
る
英

文
パ
ン
フ
レ

γ
ト
を
読
ん
で
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、
ク
ラ
l
ク
も
手
に
取

っ
て
み
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
だ
が
、
手
に
し
て
み
た
蓋
然
性
の
ほ
う
が

は
る
か
に
大
き
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ホ
イ
l
ラ
i
が
読
ん
だ
可
能
性
の

あ
る
本
の
な
か
で
、
私
が
『
日
本
教
育
史
略
』
を
よ
り
重
視
す
る
理
由

は
、
我
が
国
の
当
時
の
諸
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
構
想
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
の
そ
れ
を
基
本
と
し
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る

北大百年の諸問題

が
、
そ
の
授
業
を
受
け
る
日
本
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
教
育
制
度
の
、
ど

ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
で
き
た
か
、
彼
ら
に
は
重
要
な
関
心
事
だ
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
し
こ
の
推
定
が
正
当
な
ら
ば
、
ク
ラ
l
ク
は
あ
る
程
度
日
本
的
文
学

観
を
つ
か
ん
だ
上
で
、
文
学
会
の
設
立
を
「
慾
慈
、
」
、
な
い
し
は
推
薦
し
た
こ

と
に
な
る
。
ク
ラ
l
ク
や
、
ホ
イ
l
ラ
l
、
ベ
ン
ハ
ロ
ー
た
ち
に
ど
ん
な
個

人
的
な
文
学
的
曙
好
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
彼
ら
の

母
国
の
文
学
は
、
当
時
の
日
本
的
文
学
観
と
必
ず
し
も
整
合
し
な
か
っ
た
。

彼
ら
が
不
用
意
な
人
間
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
両
者
の
文
学
観
の
ず
れ
が
関

識
社
の
運
営
過
程
で
顕
在
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
、
精
神
史
的
な
事
件
と

し
て
は
、
か
え
っ
て
興
味
あ
る
現
象
が
生
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
よ

り
二
年
お
く
れ
て
、
「
生
理
学
比
較
解
剖
学
兼
英
文
学
」
の
教
師
と
し
て

着
任
し
た
カ
ッ
タ
ー
の
場
合
は
、
呂
田
g
q
D同
開
口
四
一
】
阿
佐
口

5
5
E
B
を

担
当
す
る
に
当
た
っ
て
そ
の
よ
う
な
用
意
を
持
た
な
か
っ
た
ら
し
く
、

|
|
こ
の
科
目
は
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)、
ホ
イ
l
ラ
l
教
頭
時
代

に
第
三
年
級
後
期
の
授
業
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
|
|
母
国
の
文
学

観
ま
た
は
彼
個
人
の
文
学
的
曙
好
の
ま
ま
に
授
業
を
行
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
さ
ら
に
一
年
お
く
れ
て
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
教

師
サ
ン
マ

l
ス
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
第
四
年

報
』
や
『
第
五
年
報
』
の
報
告
お
よ
び
志
賀
重
昂
の
日
記
に
よ
っ
て
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
へ
志
賀
の
よ
う
な
個
人
的
な
文
学
(
漢
詩
文
〉
噌

好
の
強
い
学
生
が
入
学
し
て
、
新
た
な
文
学
的
開
眼
を
自
覚
的
に
方
法
化

し
よ
う
と
す
る
人
聞
が
誕
生
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
割
り
切
っ
た
言
い
方

を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
文
学
会
の
外
で
し
か
起
り
え
な
い
文
学
的
事
件
で
あ

っ
た
。結
局
関
識
社
の
活
動
は
、

で
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。

『
日
本
教
育
史
略
』
的
な
文
学
観
の
レ
ベ
ル

開
識
の
方
向
と
方
法

開
識
社
が
正
式
に
い
っ
発
足
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
欠
け
て
い
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る
も
た
だ
、
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
十
一
月
の
記
録
に
第
三
六
会
と

あ
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
る
会
合
の
最
も
早

い
、
一
入
七
七
年
一
月
二
十
七
日
は
第
六
会
と
な
り
、
そ
の
前
の
£
吋
宮

忠
弘
吉
2
江
口
問
者

g
v
o
E
D口
忌
叩

g
p
o
h
p四
百
C
E
F
S

と
い
う
の

は
、
一
八
七
六
年
十
二
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
「
第
一

期
ハ
八
月
中
ノ
第
四
木
曜
日
ニ
起
リ
テ
十
二
月
中
ノ
第
四
水
曜
日
ニ
至
リ

其
第
二
期
ハ
一
月
中
ノ
第
四
木
曜
日
ヨ
リ
七
月
中
ノ
第
一
水
曜
日
ニ
至
ル

者
ト
ス
」
(
『
第
一
年
報
』
)
と
い
う
冬
休
み
が
挟
ま
っ
て
い
た
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
第
一
会
は
十
一
月
の
中
旬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

B
V
 し
か
し
そ
の
記
録
は
、
一
八
七
六
年
十
二
月
十
六
日
(
推
定
)
か
ら
一

八
八
一
年
十
月
二
十
二
日
の
第
一
一
六
会
ま
で
と
、
一
八
八
七
年
二
月
六

日
の
第
一
五
八
会
か
ら
一
八
八
八
年
十
一
月
十
日
の
第
一
九
三
会
ま
で
し

か
残
ら
ず
、
何
日
ど
の
よ
う
な
形
で
終
わ
っ
た
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

テ
I
マ
の
頻
度
や
参
加
者
数
な
ど
を
統
計
化
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法

で
あ
ろ
う
が
、
記
録
が
不
完
全
で
、
記
述
の
仕
方
に
も
精
粗
が
あ
る
た

め
、
か
え
っ
て
把
渥
が
歪
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
一

六
会
ま
で
を
主
な
対
象
と
し
、
特
徴
的
な
現
象
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

ぅ69

ま
ず
規
約
面
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
第
一

O
二
会
(
一
八
八

O
年
九
月

十
五
日
)
で
「
栂
野
四
男
吉
ノ
建
議
ヲ
用
ヒ
本
社
ノ
規
則
ヲ
編
集
シ
テ
新

入
生
徒
ニ
回
達
順
覧
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
決
」
定
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
れ

ば
、
全
部
で
二
六
条
、
自
発
的
な
退
社
の
規
定
も
あ
り
、
当
初
の
英
文
規

則
よ
り
は
る
か
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
新
入
生
と
は
、
志
賀
重

昂
た
ち
の
第
四
期
生
で
あ
る
が
、
前
年
の
一
八
七
九
年
は
学
生
の
募
集
を

行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
二
年
ぶ
り
に
新
入
生
を
迎
え
る
わ
け
で
、
し
か
も

第
一
期
生
が
こ
の
一
八
八

O
年
の
七
月
に
卒
業
し
た
。
学
生
の
顔
ぶ
れ
が

大
幅
に
入
れ
替
る
転
換
期
に
、
改
め
て
開
識
社
の
あ
り
方
を
確
認
し
て
お

く
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
前
年
の
第
七
人
会
(
一
八
七
九
年
四
月
十
九
日
〉
の
記
録

に
、
「
此
日
欠
席
人
多
数
ニ
由
テ
休
会
ス
」
と
い
う
記
事
が
出
て
以
来
、

明
ら
か
に
活
動
の
停
滞
衰
退
が
始
ま
っ
て
い
た
。
第
八

O
会
(
五
月
四

日
〉
も
欠
席
者
多
数
の
た
め
休
会
、
社
長
は
改
革
の
必
要
を
痛
感
し
、
第

八
一
会
(
五
月
十
日
〉
に
は
「
当
社
ノ
演
舌
会
ヲ
公
ケ
ニ
市
中
エ
於
テ
開

場
シ
庶
人
ヲ
シ
テ
傍
聴
セ
シ
メ
ハ
大
ニ
社
員
ノ
心
ヲ
励
マ
サ
ン
」
と
い
う

意
見
が
採
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
規
則
の
取
調
委
員
七
名
が
遷
ば
れ
た
。

次
の
第
八
二
会
(
五
月
十
七
日
〉
に
規
則
書
の
草
案
が
紹
介
さ
れ
、
議
論

は
第
八
三
会
(
五
月
二
十
五
日
)
に
ま
で
亘
っ
た
。
だ
が
、
第
八
五
会
(
六

月
七
日
〉
に
は
「
当
期
中
広
井
、
諏
訪
ノ
両
氏
脱
社
ス
」
と
い
う
記
事
が

見
え
、
そ
れ
以
後
も
相
変
ら
ず
無
断
欠
席
者
が
多
く
、
第
八
八
会
(
九
月

二
十
日
〉
に
改
め
て
六
カ
条
の
社
事
が
決
定
さ
れ
た
。
第
一

O
二
会
に
確

認
さ
れ
た
二
六
条
の
規
則
は
、
こ
の
社
事
と
、
五
月
に
決
定
さ
れ
た
(
と
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思
わ
れ
る
)
規
則
と
を
新
た
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
広
井
と
諏
訪
の
ほ
か
に
退
社
を
申
出
た
者
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。
伊
藤
一
隆
、
黒
岩
、
田
内
、
内
問
、
柳
本
(
第
八

八
会
)
。
伊
藤
鐙
太
郎
(
第
八
九
会
)
。
藤
田
、
佐
久
間
、
内
村
、
太
田

ハ
第
九

O
会
〉
。
中
島
、
出
回
(
第
九
三
会
)
。
足
立
(
第
九
七
会
)
。
原

田
(
九
八
会
)
。

北大百年の諸問題

そ
の
内
訳
は
一
一
期
生
七
、
二
期
生
八
、
三
期
生
一
で
、
一
、
二
期
生
の

場
合
は
半
数
近
く
が
退
社
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
三
期
生
は
も
と
も

と
加
入
者
が
少
な
か
っ
た
ら
し
く
、
第
一

O
期
(
一
二
月
二
十
八
日
調
査
)

の
社
員
人
名
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
の
は
一

O
名
、
一
八
八

O
年
十
月
二

十
二
日
の
調
べ
で
は
六
名
に
減
り
、
そ
し
て
第
四
期
生
か
ら
新
た
に
加
入

し
た
者
は
、
わ
ず
か
四
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
。
内
村
鑑
三
が
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信

徒
と
な
り
し
乎
』
で
言
う
「
七
人
兄
弟
」
、
つ
ま
り
在
学
中
に
洗
礼
を
受

け
た
二
期
生
七
名
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
学
生
の
う
ち
、
宮
部
金
五
回
が
残
り
、

五
名
が
退
社
し
て
い
る
(
高
木
を
追
加
す
れ
ば
六
名
。
高
木
は
一
八
七
七

年
十
月
一
日
に
内
村
た
ち
と
一
緒
に
加
入
、
し
か
し
一
八
八

O
年
三
月
二

十
八
日
の
社
員
人
名
か
ら
は
消
え
て
い
る
。
な
し
く
ず
し
的
に
退
社
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
)
。
内
村
た
ち
の
第
二
期
生
で
は
、
受
洗
し
な
か

っ
た
池
田
、
岩
崎
、
町
村
た
ち
が
残
っ
た
。
し
か
し
内
村
や
太
田
(
新
渡

戸
)
と
宮
部
の
友
情
を
考
え
れ
ば
、
信
仰
の
有
無
に
よ
る
分
裂
を
見
る
の

は
危
険
で
あ
る
。
第
一
期
生
の
な
か
で
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
学
生
の
信
頼

が
大
き
か
っ
た
ら
し
い
佐
藤
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
最
も
熱
心
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
大
島
が
残
っ
て
い
る
。
北
海
道
開
拓
の
使
命
や
、
北
海
道

に
お
け
る
農
業
の
あ
り
方
は
、
開
識
社
発
足
以
来
の
一
貫
し
た
テ
l

マ
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
国
際
情
勢
に
敏
感
に
反
応
し
た
政
論
的
テ
ー

マ
〈
「
外
国
ノ
侮
慢
ヲ
防
ク
」
の
論
、
「
日
清
両
国
ノ
交
際
ヲ
破
ル
ハ
東
洋

政
略
ノ
最
非
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
、
「
近
頃
琉
球
事
件
」
な
ど
)
が
、
一
八
七

九
年
ハ
明
治
一
二
〉
こ
ろ
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

代
わ
っ
て
労
働
の
徳
や
信
仰
の
価
値
を
論
ず
る
発
言
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
が
停
滞
衰
退
の
原
因
で
あ
る
か
、
む
し
ろ
そ
の
打
開
策
で
あ
っ

た
の
か
、
判
断
は
む
ず
か
し
い
が
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
見
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
貫
し
た
テ
l
マ
に
な
お
関
心
を
つ
な

ぎ
得
た
学
生
は
残
り
、
新
た
な
政
論
的
傾
向
に
な
じ
ま
な
い
学
生
が
退
社

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一

O
二
回
会
栂
野
の
建
議
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
関
識
社
規
則
の

「
緒
言
」
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
「
国
之
開
明
ハ
大
ヒ
ニ
民
人
独
行

自
立
之
精
神
戸
一
由
ル
一
叩
シ
テ
民
人
独
行
自
立
之
精
神
ハ
文
芸
学
術
之
進
歩

ヲ
以
テ
振
起
ス
惟
ル
ニ
我
国
ハ
王
政
復
古
之
後
前
代
未
ダ
曾
テ
ア
ラ
ズ
他

国
未
ダ
嘗
テ
有
ラ
ザ
ル
ノ
一
大
進
歩
ヲ
経
教
育
殆
ン
ド
其
法
ヲ
得
法
律
粉

其
衡
ヲ
得
其
他
百
般
之
事
亦
略
々
其
緒
ニ
就
ケ
リ
夫
レ
開
明
之
度
ハ
己
ニ

コ
、
ニ
達
セ
リ
然
レ
ド
モ
其
未
ダ
以
テ
富
強
ヲ
欧
米
ト
額
頒
ス
ル
能
ハ
ザ
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ル
ヤ
遠
シ
憶
々
コ
レ
何
ノ
故
ゾ
ヤ
多
言
ヲ
要
セ
ズ
識
見
ノ
乏
シ
ケ
レ
パ
ナ

リ
故
三
者
人
ハ
弦
ニ
此
社
ヲ
結
ビ
以
テ
吾
人
が
天
賦
之
性
ヲ
琢
キ
以
テ
吾

人
が
学
見
知
識
ヲ
広
フ
シ
以
テ
五
口
人
ヲ
シ
テ
明
治
之
聖
代
一
一
悦
ヂ
ザ
ル
ノ

忠
臣
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ト
云
爾
」
。

こ
れ
に
続
い
て
、
「
明
治
九
年
十
一
月
」
と
い
う
日
附
が
書
か
れ
て
い

る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
開
識
社
発
足
の
日
時
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の

「
緒
言
」
そ
の
も
の
は
一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
〉
の
五
月
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
発
足
当
初
、
ク
ラ
l
ク
が
指
導
し
た
時
期
に
、
傍
点
を

打
っ
た
箇
所
の
よ
う
な
発
想
は
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
一
八
七
九
年
五
月
の
草
案
を
作
っ
た
規
則
取
調
委
員
は
、
荒
川
、
岩

崎
、
小
林
、
佐
藤
昌
介
、
高
岡
、
鶴
崎
、
渡
瀬
の
七
名
で
あ
っ
た
。

し
か
し
以
上
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
当
初
の
モ
チ
ー
フ
が
見
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
規
則
再
編
集
の
問
題
を
検
討
し
な
が

ら
、
す
で
に
テ
l
マ
の
傾
向
変
化
に
一
部
ふ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
改
め
て

記
録
の
形
式
と
内
容
の
面
に
眼
を
向
け
て
み
る
な
ら
ば
、
一
八
七
七
年

(
明
治
一

O
)三
月
十
六
日
の
会
合
か
ら
一
つ
の
転
換
が
見
ら
れ
る
。
形
式

的
に
は
、
共
通
の
主
題
に
つ
い
て
何
人
か
の
討
論
者
が
意
見
を
た
た
か
わ

57' 

す
や
り
方
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
会
の
運
営
や
演
説
の
仕

方
に
学
生
が
馴
れ
て
き
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
論
題
そ
の
も
の
に
大
き
な
変

化
は
な
い
。
が
、
お
な
じ
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
発
言
で
も
、
そ
れ
以
前

は
の
邑
の
存
在
を
め
ぐ
る
発
表
が
限
に
つ
く
が
、
こ
の
頃
か
ら
邑
各
自

と
い
う
主
体
的
な
面
を
取
り
上
げ
る
発
想
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
由
主
E

H
5
5
と
か
閉
め
民
1
8
E
5
}
と
い
う
言
葉
、
が
出
て
く
る
の
も
、
そ
れ
と
関
係

す
る
だ
ろ
う
。
自
己
の
あ
り
方
を
問
う
意
識
が
強
ま
っ
て
き
た
の
で
あ

る。
ま
た
、
お
な
じ
く
日
本
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
場
合
、
初
め
は
』
若
田
口

や
』
名
8
2
0
と
い
う
言
葉
が
多
く
、
日
本
の
習
俗
が
批
判
さ
れ
、
品
位
や

品
行
を
高
め
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
三
月
十

六
日
の
形
式
変
化
の
こ
ろ
か
ら
、

8
5
R可
と
い
う
言
葉
が
主
役
に
代
わ

っ
て
い
る
。
国
家
の
課
題
が
よ
り
具
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も

に
宮
内
山
口
忠
ミ
と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
勤
勉
を
意
味
す
る
場

合
も
あ
る
が
、
次
第
に
産
業
や
工
業
の
意
味
が
主
流
と
な
り
、
も
ち
ろ
ん

か
れ
ら
自
身
の
使
命
は
農
業
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と
の

相
補
関
係
に
よ
る
国
力
充
実
の
あ
り
方
が
自
覚
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
目
立
っ
た
変
化
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
の
テ
l
マ
の

選
び
方
は
か
な
り
怒
意
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
の
共

通
の
課
題
と
な
る
べ
き
大
き
な
テ
1
7
が
系
統
的
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
信
仰
と
理
性
ま
た
は
科
学
と
の
問
題
で
あ
り
、
あ
る
い

は
北
海
道
移
民
論
で
あ
り
、
議
会
論
や
中
央
集
権
制
の
是
非
な
ど
で
あ
っ

た

」
の
時
代
の
知
的
な
青
年
の
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
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前
田
愛
(
『
近
代
読
者
の
誕
生
』
)
が
、
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
創
刊

の
『
穎
才
新
誌
』
と
い
う
投
書
雑
誌
を
調
べ
て
、
当
時
の
青
年
が
好
ん
で

取
り
上
げ
た
テ
l
マ
を
統
計
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
勤
勉
・

勉
強
」
が
最
も
多
く
、
「
光
陰
可
惜
」
「
学
問
の
目
的
(
勧
学
)
」
「
忍
耐
」

「
怠
惰
ヲ
戒
ム
」
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
農
学
校
生
徒
の
場

合
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
前
田
愛
は
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
検
討
し

て
、
「
『
西
国
立
志
篇
』
の
読
者
達
が
、
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
諸
徳
自
の

根
底
を
つ
ら
ぬ
く
科
学
的
実
-
証
主
義
や
経
済
的
合
理
主
義
へ
の
理
解
に
欠

け
て
い
た
こ
と
は
、
か
れ
ら
の
禁
欲
主
義
を
根
深
い
と
こ
ろ
で
規
制
し
て

い
た
は
ず
」
「
『
勤
勉
』
『
忍
耐
』
『
光
陰
可
惜
』
等
の
禁
欲
的
な
徳
目
は
、

鈍
重
さ
、
内
閉
性
、
屈
援
性
の
乏
し
さ
等
の
色
合
い
を
帯
び
」
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
農
学
校
の
生
徒
に
限
り
そ
の
よ
う
な
弱
点
は
免
れ
得
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
科
学
的
実
証
主
義
や
経
済
的
合
理
主
義
」
と
か
れ

ら
の
勤
勉
・
禁
欲
主
義
が
縞
ば
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
そ
の
両
面

に
お
け
る
努
力
が
直
ち
に
国
家
的
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚

北大百年の諸問題

の
た
め
で
あ
っ
た
。
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0
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h
0
5
r
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国
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守
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い
ず
れ
も
一
八
七
七
年
三
月
三
日
の
集
り
に
お
け
る
安
田
長
秋
と
伊
藤

一
隆
の
発
言
で
あ
る
。
愛
国
心
と
は
民
衆
の
精
神
を
生
き
い
き
と
さ
せ
、

そ
れ
に
は
自
由
を
与
え
る
の
が
最
良
の
方
策
だ
。
フ
ァ
ナ
テ
ィ

γ
ク
な
国

家
主
義
の
汚
染
を
す
で
に
予
想
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
愛
国
心
の
原
点

を
問
う
、
こ
の
安
田
の
発
言
は
、
か
れ
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
、
そ
れ
と

も
ク
ラ
l
グ
た
ち
か
ら
学
ん
だ
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
、
が
、
注
目
に
価
す

る
意
見
で
、
内
村
鑑
三
や
志
賀
重
日
却
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
源
泉
た
る
当

時
の
農
学
校
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
の
発
言
は
、
キ

リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
禁
欲
主
義
が
主
体
的
に
自
律
化
さ
れ
て
ゆ
く
あ
り
方

を
示
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
精
神
的
傾
向
の
な
か
で
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
な
共
通

テ
ー
マ
が
継
続
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
ク
ラ
l
ク
は

E
3
H
勾
ミ
ロ
ユ
を
執
筆
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
解
説
し
た
の
ち
、
卒
業
生
の
あ
る
べ
き
姿
を
、

念、
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property， and furnishes most of the malerial for manu-

transportation and trade. The business of a 

country can be most profitably done by resident citizens 

who are intelligently and earnestly devoted to its welfare， 

and they alone C3.n be relied on for its defense in time 

factures， 

distinguished for their sound judgment，. their enterprising 
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government last in order of dependence. The government 

must serve them al ways if it would serve itself best. 

Agriculture is the surest foundation of national pros-

converts the elements into perity. It feeds the people， 
m
h的
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こ
れ
は
ホ
イ

I
ラ
ー
が
執
筆
編
集
し
た

p
g邑
河
町
官
三
企
笥
∞
)

の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
民
主
体
の
政
府
観
か
ら
、
さ
ら
に

J
F
m
R
S
D
R
5
5
-
当

巾

白

r
r
g
L
Y
D田宮ユ
q
U
0
3ぞ
H
7
0
5
2
R己
8

0同

Hro一円

Ddqロ・
3

と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
開
識
社
(
日
附
は
不
明
、

多
分
一
八
七
七
年
五
月
頃
〉
に
お
け
る
山
田
義
容
の
発
言
(
〉

8
5
H
q

U
H
r
O
3
2
2
t
g
o同
宏
司
2
1
0
)
に
、
そ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

さ
に
そ
れ
は
、
中
央
集
権
と
地
方
分
権
の
優
劣
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
回
前
、
国
会
の
必
要
が
論
じ
ら
れ

た
時
、
学
生
た
ち
の
一
致
し
た
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
ホ
イ
l
ラ
l
的
な
発
想
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き

る。

h
h
k
F
目
白
円
。
-
一
目
ロ
氏
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口

D『
3
8
F
E
ω
r巾
閉
口
問
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白
円
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己
同
母
子

F
3

5
5円
ro
白-一口君
R
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g
H
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R
g
r
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H
r
o
s
g
ω
m
O
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O
E
C『
岳
町
百
戸
M
Z
W

北大百年の諸問題

阻止一白日『凹

D-hHr巾凹叶同庁内山・
3

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
重
ね
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
た
国
会
開
設
請
願
運
動
や
民
権
運
動
に
対
す
る
こ

れ
ら
一
期
生
の
反
応
は
極
め
て
低
調
だ
っ
た
ら
し
い
。
開
識
社
の
記
録

ゃ
、
当
時
学
生
だ
っ
た
人
の
回
想
に
も
そ
の
反
応
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
か
ら
で
る
る
。
こ
の
点
は
、
当
時
の
国
家
的
危
機
だ
っ
た
西
南
戦
争
と

い
う
内
乱
に
対
す
る
反
応
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
並
ん
で
、
奇
妙
な
印
象

を
与
え
る
。
彼
ら
の
認
識
は
、
大
枠
の
と
こ
ろ
で
は
結
局
将
来
の
国
家
の

役
人
と
い
う
意
識
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ

し

て

ホ

イ
l
ラ
l
の
影
響
が
ク
ラ
l
ク
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
、
少
な
く
と
も
学
生

た
ち
の
意
識
の
な
か
で
顕
在
的
で
な
か
っ
た
の
は
、
経
験
の
差
か
ら
く
る

教
育
者
と
し
て
の
力
量
の
違
い
や
人
格
的
影
響
力
の
相
違
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
し
、
長
期
に
渡
る
内
発
的
な
問
題
意
識
の
持
続
力
を
尊
重
す
る
発

想
そ
れ
自
体
が
、
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
理
念
の
形
を
取
り
に
く
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

彼
は
農
学
校
生
徒
の
「
利
発
」
や
「
好
学
」
心
を
高
く
評
価
し
な
が

ら
も
、
新
た
な
事
態
に
処
す
る
問
題
解
決
能
力
の
低
さ
や
、

dBEs--

官『口四円。
g
z
p
丘
小
包
括
江
戸
指
名
区
、
の
乏
し
さ
を
批
判
す
る
。
正
確
に

言
え
ば
、
長
年
日
本
の
教
育
を
観
察
し
た
人
の
上
記
の
意
見
を
、
彼
は
共

感
を
以
て
紹
介
し
、
そ
の
よ
う
な
欠
陥
の
原
因
は
、
数
百
年
に
及
ぶ
ま

C
5円

借
胃
E
g
n♂
巾
語
口

g
〈
g
R
E
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己目
UDロ門
r目
ω口口町ロ門

nrmmM円由
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ロ
D

吉田)己一回叩同
O
H
F
諸
国
ro〈
0
5
8
2
8・3

と
い
う
教
育
方
法
に
あ
る
、
と

指
摘
し
た
。
先
ほ
ど
私
が
『
日
本
教
育
史
略
』
を
手
に
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
で
あ
る
が
、

彼
の
認
識
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
以
上
の
よ
う
な
問
題

意
識
に
よ
っ
て
彼
は
農
学
校
生
徒
の
な
か
に

会旬。君。吋
ω
D『
HrD己悶}戸、

を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

彼
が
言
う
「
思
想
」
と
は
、
自
分
が
何
事
か
を
知
る
こ
と
は
同
時
に
知

る
理
由
を
自
覚
す
る
こ
と
だ
、
と
い
う
あ
り
方
を
指
し
て
い
た
。
役
人
を
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養
成
す
る
こ
と
だ
け
が
、
か
れ
の
教
育
目
標
で
は
な
い
。
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-
8巳ロロ一

n
z
s
r
F
i
-
-
-
E円
岳
民

Z
g
a
r
H
E
m

5
5
回一
-
p
m
m
m
H
L
R
g
m
g日
仏
曲
。
毛
色

m
g
B
L
当
三
回
忌
白
血
O戸ロ
ι

司】戸口口一司}担凶

o
h
H
H己同
F
R
H仏

Hmm凶ωDロ

mm
同D
r
m
m凶
『
一
四
件
。
仏
Mm門回口問ロ
Hmr

r巾門耳、
m
g
p
n同
自
ι
名目
u
g
H
8
3・
民
間

C
B巾口門由
HM(山田
O司}回目白・
3

こ
う
し
て

彼
は
、
農
学
校
生
徒
の
た
め
に
研
究
者
の
コ
l
ス
を
設
計
し
て
や
る
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
が
、
も
と
も
と
彼
の
理
念
は
二
部
の
人
間
の
知
的
専
有
に

よ
る
社
会
の
抑
圧
構
造
を
打
破
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

4
z

r己
主
巾
g
B
g
m
g
E
U刊一色仏
5
m
p
o一
円
回
己
ゲ
回
門
田
口
円
四
円
C
H
r由
旬
。
宅
内
広
三
w

一g
s
m
L
g
r
o
8ロ
克
己
者
三
戸
即
日
g
巾

r
p
s
m
S
E
E
S
m
官

H
3
8
B
-

吋
『
巾
句
。
君
。
広
三
唱
者
「
0
8
E
H
g
m
p
d司
白
回
目

H
7
0
2
Z
R
Z
Oロ

O同
片
r何

者
g
r
w
日比

g
s
ι
L
m
m
U
片F
0
8
0円
。
同
「
σq-gm口叩切回

E
P
O
B印
包
括
的
-
s

五
『
〈
刊
定
申

nF
白

(
「
無
力
ノ
下
民
ハ
惟
々
強
力
者
ニ
是
レ
従
ヒ
僅
カ
ニ
生
命
ヲ
保
ツ
ニ
足

ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ノ
小
分
-
一
安
ン
ズ
ル
コ
ト
ニ
一
慣
レ
強
ハ
弱
ヲ
圧
服
シ
テ
益

々
之
ヲ
無
力
ニ
致
セ
シ
ナ
リ
」
、
『
第
二
年
報
』
に
お
け
る
和
訳
文
)
。

う
い
う
事
態
を
よ
り
強
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
知
的
専
有
を
、
彼
は
恐
れ

う75

て
い
た
の
で
あ
る
。

右
の
場
合
は
、
念
の
た
め
和
訳
文
を
一
絡
に
掲
げ
た
が
、

そ
れ
は

公印ロ
r
m
g去
、
の
意
味
が
落
ち
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
人
間
的
実
質
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
発
想

は
、
当
時
の
日
本
人
に
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

点
で
は
農
学
校
生
徒
も
同
様
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
ク
ラ
l

ク
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
主
旋
律
と
し
な
が
ら
、
ホ
イ
l
ラ
l
的
発
想
が

倍
音
的
に
か
ら
み
合
っ
て
彼
ら
の
関
心
を
少
し
ず
つ
拡
げ
て
い
た
。
そ
こ

へ
第
二
期
生
が
入
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
期
生
の
加
入
は
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
の
九
月
十
六
日
と
十

月
一
日
の
二
度
に
亙
っ
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
開
識
社
の

記
録
は
テ

1
マ
の
み
を
書
き
留
め
る
形
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
具
体
的
な
展
開
を
知
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
推
測
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
新
年
度
の
最
初
の
集
り
と
思
わ
れ
る
九
月
九
日

の
会
合
と
、
次
の
九
月
十
六
日
の
会
合
で
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
へ
の
紹
介

や
神
の
存
在
、
そ
し
て
信
仰
の
喜
び
な
ど
の
テ

1
7
が
集
中
的
に
選
ば
れ

て
い
る
の
は
、
ク
ラ
i
ク
が
ア
メ
リ
カ
へ
去
っ
た
(
四
月
十
四
日
)
空
白

感
を
埋
め
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
精
神
を
新
入
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

シ

」

こ
の
こ
ろ
入
信
の
勧
誘
が
強
圧
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
内
村
の
自
伝

に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
十
一
月
の
第
三
六
会
で
、
太
田
(
新
渡

戸
〉
稲
造
、
が
る
一
色
沼
田
roc-ι
ロ
O件
r
m
i
o
-
R
E
-
-
と
発
言
し
た
の
は
、

そ
れ
に
対
す
る
抗
議
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

太

田

自

身
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は
、
十
月
二
十
七
日
附
の
父
親
宛
の
手
紙
で
改
宗
の
こ
と
を
告
げ
て
お

り
、
大
島
正
健
の
『
ク
ラ
l
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
に
よ
れ
ば
、
太

田
は
「
在
京
中
に
早
く
も
基
督
教
的
信
仰
が
芽
生
え
て
い
た
も
の
と
見
え

て
、
札
幌
へ
来
た
折
り
に
は
立
派
な
英
語
聖
書
を
携
え
て
い
た
」
と
言

う
。
太
田
の
一
八
七
八
年
一
月
二
十
一
日
附
の
書
簡
に
も
「
神
(
西
洋
語

一
一
而
は
ゴ
ッ
ド
、
ジ
エ
ホ
バ
等
)
之
有
る
事
は
御
秘
蔵
之
某
書
ニ
而
御
覧

被
下
度
候
」
と
あ
り
、
た
し
か
に
そ
の
下
地
は
で
き
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
抗
議
は
、
入
信
に
抵
抗
す
る
内
村
た
ち
と
上
級
生

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
指
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
抵
抗
し
て
い
た
内
村
た
ち

二
期
生
八
名
が
、
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者
の
誓
約
。
。
話
5
5
に
署
名
し
た

の
は
、
十
二
月
十
一
日
と
十
三
日
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
入
生
全
員
が
入

信
し
た
形
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
開
識
社
内
部
の
問
題
意
識
は
、
記
録
さ
れ
た
テ
l
マ
を
見
る

か
ぎ
り
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
八
七
八
年
(
明

北大百年の諸問題

治
一
一
)
四
月
十
三
日
か
ら
の
第
四
期
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、

口
O

三
百
m
g
p
o
ロ
何
者
一
可
邑
色
色
。
ご
宮
一
凶

DSFi--・3
と
い
う
表
現
が

見
え
、
こ
れ
以
前
に
規
約
の
追
加
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
内
容
は
不
明
。

た
だ
し
そ
れ
に
続
く
表
現
か
ら
見
て
、
役
員
組
織
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
二
月
、
学
校
内
の
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
を
変

え
ざ
る
を
え
な
い
事
態
が
発
生
し
た
。
開
拓
権
大
書
記
官
で
農
学
校
校
長

し
か
し
、

の
調
所
広
丈
が
、
教
頭
ホ
イ
l
ラ
l
に
対
し
て
、
学
生
の
間
で
信
仰
を
め

ぐ
る
確
執
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
し
か
る
べ
く
所
置
す
る
よ
う
に
、
と

要
請
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
農
学
校
生
徒
の
一
人
が
東
京
の
知

人
に
宛
て
た
手
紙
が
、
あ
る
新
聞
に
投
書
さ
れ
、
そ
の
手
紙
の
写
し
が
東

京
書
記
官
か
ら
札
幌
書
記
官
へ
送
ら
れ
て
き
た
。
手
紙
は
、
悪
意
あ
る
一
言

葉
で
布
教
と
信
仰
の
様
子
を
瑚
笑
的
に
描
い
て
い
る
(
『
札
幌
農
学
校
史

料
ハ
ロ
ニ
八
四
)
。
も
と
も
と
農
学
校
の
聖
書
教
育
は
、
黒
田
清
隆
の
独
断

で
黙
許
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
(
『
札
幌
農
学
校
史
料
付
』
一
一
一
八
)
。
こ
の

手
紙
の
新
聞
掲
載
は
喰
い
止
め
た
よ
う
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
内
容
や
学

生
聞
の
確
執
が
表
沙
汰
に
な
れ
ば
、
黒
田
の
立
場
に
か
か
わ
り
、
農
学
校

の
存
在
も
危
う
く
な
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
校
内
の
信
仰
活
動
を
禁
止

す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

I
・
M
-
マ
キ
の
『
ク
ラ
l
ク』

(
高
久
真
一
訳
〉
に
紹
介
さ
れ
た
、

メ
n 

佐
藤
昌
介
の
ク
ラ
i
ク
宛
の
手
紙
(
一
八
七
八
年
二
月
十
四
日
付
)
に
よ

れ
ば
、
「
私
達
の
思
い
は
で
き
る
だ
け
胸
に
し
ま
っ
て
お
く
よ
う
に
」
と

注
意
さ
れ
た
、
と
一
一
日
う
。
正
式
の
禁
止
通
告
を
出
す
わ
け
に
い
か
な
い
性

質
の
事
態
な
の
で
、
個
人
の
信
仰
に
は
干
渉
し
な
い
が
:
:
:
と
い
う
形

で
、
布
教
活
動
に
類
す
る
行
為
の
停
止
を
個
別
的
に
説
得
し
て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
多
分
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
、
開
識
社
記
録
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
関
す
る
テ
l
マ
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
回
想
好
き
の

一
、
二
期
生
も
、
こ
の
時
期
の
確
執
葛
藤
に
つ
い
て
は
何
ご
と
も
語
っ
て
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ご
、

o

t
V
4ト
~
B
b
v

だ
か
ら
そ
の
実
態
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
が
、
確
執
を
内

攻
さ
せ
長
引
か
せ
た
原
因
の
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
グ
ラ
l

ク
独
特
の

契
約
観
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
脱
退
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
誓
約

に
署
名
し
て
し
ま
っ
た
学
生
が
、
ど
う
し
て
も
脱
け
た
い
と
思
い
始
め
た

時
、
内
的
な
葛
藤
は
劇
し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
他
方
そ
の
誓
一
目
約

を
守
ろ
う
と
す
る
学
生
た
ち
の
聞
で
は
、
自
己
肯
定
的
な
正
統
派
意
識
が

強
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
大
島
正
健
(
『
ク
ラ
l
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
)

が
、
「
正
義
派
」
を
自
認
し
、
山
田
義
容
を
「
ク
ラ
l
ク
先
生
の
感
化
も

及
ば
な
い
燕
麦
」
「
取
面
を
か
ぶ
っ
た
思
わ
ざ
る
悪
の
種
」
と
非
難
し
た

の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
二
年
後
山
田
が
不
品
行
の
理

由
で
退
学
さ
せ
ら
れ
た
事
件
に
言
及
し
た
時
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
山

イ

γ
ジ

a
，
ア
ス
デ
ィ
ス
占
n
，
e

田
は
一
八
七
八
年
二
月
、
「
有
害
な
議
論
の
末
」
イ
エ
ス
を
信
ず

る
者
の
善
一
回
約
か
ら
脱
退
し
た
一
人
で
あ
っ
た
ハ
逢
坂
信
志
「
ク
ラ

l

ク

先
生
へ
弟
子
遠
の
送
り
し
書
状
一
束
」
)
。
い
わ
ば
こ
の
時
の
互
己
巴
0
5

な
感
情
を
、
大
島
は
別
な
事
件
で
吐
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

開
識
社
記
録
の
、
英
文
の
部
分
は
、
第
六
六
会
(
一
八
七
八
年
十
一
月

九
日
〉
か
ら
数
回
、
も
う
一
度
く
わ
し
く
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小

ラ77

野
ハ
兼
基
か
琢
磨
か
は
不
明
)
が
ク
ラ
l
ク
精
神
と
言
う
べ
き
も
の
を
語

っ
て
い
る
。
す
で
に
第
三
期
生
も
入
学
し
て
い
た
が
、
加
入
率
は
低
か
っ

た
ら
し
く
、
信
仰
の
面
で
も
「
彼
等
(
三
期
生
)
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、

い
つ
で
も
キ
り
ス
ト
教
に
反
対
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
」
(
田
内
捨
六
の

ク
ラ
l
ク
宛
書
簡
、
十
二
年
三
月
四
日
。
逢
坂
「
ク
ラ
I
ク
先
生
へ
:
・

・
:
」
〉
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
、
ク
ラ
l
ク

の
教
え
を
確
認
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教

に
関
し
て
は
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
。

変

'"モ，
甘

一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
〉
の
開
議
社
の
状
況
は
、
す
で
に
ふ
れ
て
お

い
た
。
ク
ラ
l
ク
精
神
と
は
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
第
一
期
生
に
と
っ
て
は
ク
ラ
I
ク
と
切
り
離
し

て
そ
の
農
業
観
や
自
己
修
養
論
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
に
せ

よ
、
三
期
生
に
と
っ
て
は
も
は
や
抽
象
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い

う
下
級
生
に
対
し
て
ク
ラ
l
ク
の
事
業
を
強
調
す
る
。
そ
の
裏
側
に
、
大

島
一
か
垣
間
見
せ
た
よ
う
な
強
烈
な
正
統
派
意
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
か

え
っ
て
彼
ら
の
発
想
を
硬
直
化
さ
せ
、
ク
ラ
I
ク
の
教
え
を
教
条
化
す
る

結
果
と
な
り
や
す
い
。
「
快
楽
ハ
人
世
ニ
必
用
ナ
リ
」
(
第
六
九
会
、
十
二

年
二
月
八
日
、
出
回
)

「
宗
旨
ヲ
異
ニ
ス
ル
ハ
国
乱
ノ
基
デ
有
タ
り
キ
」

(
第
七
回
会
、
三
月
二
十
二
日
、
佐
〔
藤
〕
勇
)
「
人
智
ノ
発
達
ハ
廉
恥
ヲ

(
第
七
六
会
、
四
月
五
日

減
消
ス
」

E
伊
藤
)
な
ど
、
ク
ラ
I
ク
の
教

え
に
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
反
発
し
た
発
言
を
す
る
考
か
彼
ら
一
期
生
の
な
か
に
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も
現
わ
れ
、
結
局
そ
の
者
た
ち
は
社
員
人
名
か
ら
姿
を
消
し
て
ゆ
く
。

こ
れ
で
は
ク
ラ
i
ク
の
思
想
の
全
体
的
な
受
容
が
貧
し
く
な
り
、
そ
れ

と
相
補
的
に
作
用
し
た
ホ
イ
l
ラ
l
の
思
想
を
独
自
に
発
展
さ
せ
て
ゆ
く

意
識
も
育
た
な
い
。
一
八
八

O
年
に
整
理
さ
れ
た
規
則
「
緒
言
」
の
、

「
国
之
開
明
ハ
大
ヒ
ニ
民
人
独
行
自
立
之
精
神
ニ
由
ル
而
シ
テ
民
人
独
行

自
立
之
精
神
ハ
文
芸
学
術
ノ
進
歩
ヲ
以
テ
振
起
ス
」
と
い
う
理
念
が
、
も

し
単
な
る
時
代
的
な
合
言
葉
の
借
用
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ホ

イ
l
ラ
l
的
な
思
想
の
影
響
で
あ
る
。
が
、
少
な
く
と
も
開
識
社
の
記
録

で
判
断
す
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
彼
ら
が
そ
の
理
念
を
育
て
よ
う
と
し
た

様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
ホ
イ
l
ラ
ー
が
言
う
句
。
君
。
5
0『

F
Oロ
m
Z
を

最
も
強
く
体
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
二
期
生
の
内
村
鑑
三
だ
っ
た

と
私
は
考
え
る
が
、
向
て
の
詳
論
は
本
論
の
枠
を
超
え
て
し
ま
う
。
そ
の
ホ

イ
l
ラ
l
は
一
八
八

O
年
(
明
治
一
一
一
一
)
の
暮
か
、
あ
る
い
は
一
八
八
一

年
の
初
め
に
ア
メ
リ
カ
へ
去
る
。
た
だ
し
、
一
八
八

O
年
の
少
な
く
も
六

月
以
前
、
彼
に
代
わ
っ
て
、
ベ
ン
ハ
ロ
ー
が
教
頭
心
得
の
位
置
に
就
い
て

い
た
。
卒
業
生
の
幾
つ
か
の
回
想
記
の
印
象
で
は
、
。
へ

γ
ハロ

l
の
人
間

北大百年の諸問題

的
魅
力
は
む
し
ろ
ホ
イ
l
ラ
l
以
上
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
た
だ
彼
は
積

極
的
に
思
想
を
語
る
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
〉
自
己
回
一
如
何
旬
。
立

の
事
務
的
な
報
告
か
ら
学
生
の
文
学
活
動
と
結
び
つ
く
理
念
を
見
出
す
こ

と
は
む
ず
か
し
い
。

一
八
八

O
年
か
ら
一
八
八
一
年
に
か
け
て
の
特
徴
は
、
当
時
の
政
治
運

動
を
敏
感
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
開
識
社
規
則
の
整
理
確
認
が

行
わ
れ
た
第
一

O
二
会
で
三
期
生
の
栂
野
が
「
夫
ノ
集
会
条
例
ノ
我
国
民

ヨ
リ
漸
ク
政
事
之
思
想
ヲ
奪
ヒ
遂
ニ
我
国
ヲ
シ
テ
復
政
談
ナ
キ
ノ
惨
状
ヲ

呈
セ
シ
ム
ル
ヲ
虞
リ
」
、
二
期
生
の
鶴
崎
が
、
「
我
国
之
大
困
難
タ
ル
条
約

之
改
正
」
と
「
紙
幣
之
下
落
」
の
問
題
を
論
じ
た
。
一
期
生
が
卒
業
し
、

四
期
生
を
迎
え
て
、
新
し
い
方
向
を
呈
示
し
た
演
舌
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
新
入
生
か
ら
、
頭
木
元
貞
「
反
動
力
之
説
」

(
第
一

O
四
会
、
一
八
八

O
年
十
月
二
十
二
日
)
、
中
川
太
郎
「
時
難
ヲ
放

フ
ハ
一
ニ
諸
君
ニ
在
リ
」
(
同
前
)
、
黒
宮
正
雄
「
愛
国
論
」
(
一

O
五

会
、
十
一
月
十
四
日
)
な
ど
の
発
言
が
現
わ
れ
て
き
た
。

当
時
の
ジ
ァ
l
ナ
リ
ズ
ム
で
、
こ
れ
ら
の
関
心
を
最
も
強
く
喚
起
し
た

の
は
、
一
八
八

O
年
三
月
十
三
日
創
刊
の
『
愛
国
志
林
』
(
同
年
八
月
十

四
日
号
よ
り
『
愛
国
新
誌
』
と
改
題
)
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
関
識
社
「
緒
言
」
の
「
民
人
独
行
自
立
」
云
々
の
主
張
も
、
例
え

ば
国
会
論
第
一
篇
「
人
智
開
発
ノ
事
」
(
『
愛
国
士
山
林
』
一
八
八

O
年
五
月

二
十
六
日
)
な
ど
と
の
関
連
で
と
ら
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

「
未
ダ
富

強
ヲ
欧
米
ト
額
頑
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
」
云
ん
で
も
、
不
平
等
条
約
撤
発
の
気
運

と
無
関
係
で
は
る
り
え
な
い
。

一
八
七
八
年
後
半
か
ら
、
時
々
国
会
や

宮
E
E
q
H
ι
B
Z
の
必
要
を
テ
l
マ
と
す
る
発
言
が
見
ら
れ
、
ま
た
三
期

生
伊
吹
の
「
外
国
ノ
侮
慢
ヲ
防
ク
ハ
果
シ
テ
書
生
ノ
任
ナ
ル
哉
」

会

、

『

愛

国

志

林

』

の

主

(
七
六

一
入
七
九
年
四
月
五
日
〉
な
ど
は
、

一
面
で
、
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題
を
先
取
り
し
た
発
言
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
下
地
と
な
っ

て
、
一
八
八

O
年
後
半
か
ら
の
傾
向
が
決
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
愛
国
志
林
』
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
自
由
民
権
に
関

し
て
は
、
農
学
校
生
徒
は
必
ず
し
も
同
調
的
で
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く

は
土
族
の
子
弟
で
あ
り
、
ク
ラ
l
ク
が
植
え
つ
け
た
選
民
意
識
が
、
「
夫

レ
士
族
ナ
ル
モ
ノ
ハ
昔
日
ヨ
リ
文
学
武
芸
ヲ
事
ト
シ
豪
遜
ノ
気
象
ア
ツ
テ

自
カ
ラ
他
ノ
三
民
ニ
超
越
ス
ル
所
ア
リ
(
略
〉
而
シ
テ
他
ノ
一
二
民
ノ
如
キ

ハ
全
ク
之
レ
ニ
反
シ
昔
日
ヨ
リ
常
-
一
圧
制
束
縛
ヲ
受
ル
最
モ
甚
シ
ク
徐
々

ト
シ
テ
卑
屈
ノ
点
ニ
安
セ
シ
ヨ
リ
:
:
:
」
(
伊
吹
「
外
国
ノ
:
:
:
」
)
と
い

う
意
識
に
乗
取
ら
れ
、
ク
ラ
l
ク
や
ホ
イ
l
ラ
l
の
開
明
的
思
想
か
ら
自

己
改
造
や
市
民
創
出
の
モ
チ
ー
フ
が
抜
き
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
ハ
2
)

れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
「
全
世
界
ハ
数
年
ヲ
出
ズ
シ
テ
旧
野
蛮
ニ
復
ス
」

(
三
期
生
堀
宗
一
、
第
一
一
一
一
会
)
、
「
耶
蘇
宗
ハ
日
本
国
ニ
不
用
ナ
リ
」

(
同
前
、
高
岡
直
士
ロ
〉
と
い
う
よ
う
な
発
言
も
現
わ
れ
て
、
発
足
当
時
と

は
著
し
く
面
白
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
か
ら
記
録
が
日
本
語
で
書
か
れ
、
い
わ
ば

そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
学
生
の
関
心
は
国
内
の
政
治
情
勢
に
敏
感
に
反
応

す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
傾
向
を
主
導
し
た
の
は
三
期
生
で

ラ79

あ
っ
た
。
一
、
二
期
生
は
、
自
分
た
ち
の
言
動
が
招
い
た
学
内
の
キ
リ
ス

ト
教
布
教
活
動
の
禁
止
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ク
ラ
l
ク
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
l
と
ホ
イ
l
ラ
l
の
思
想
と
の
対
立
的
性
格
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
か

ら
更
に
思
想
の
幅
を
拡
げ
て
ゆ
く
ま
で
、
ニ
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
開
識

社
の
な
か
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
そ
の
た
め
、
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
を
三
期
生
に
譲
ら
ざ
る
を
え
ず
、
コ
一
期
生
以
下
の
学
生
は
当
時

の
民
権
思
想
を
彼
ら
な
り
の
立
場
で
育
て
て
ゆ
く
手
が
か
り
を
持
ち
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔注〕

(

1

)

本
論
の
執
筆
時
に
筆
者
が
入
手
し
て
い
た
の
は
、
第
一
九
二
会
ま
で
の
記

録
で
あ
っ
た
が
、
『
札
幌
農
学
校
史
料
∞
』
に
は
更
に
そ
れ
以
後
の
記
録
も
収

め
ら
れ
て
い
る
o
が
、
本
論
の
狙
い
は
、
初
期
開
識
の
性
格
を
明
ら
め
る
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
と
し
た
。

(

2

)

こ
の
発
一
吉
は
、
あ
る
い
は
植
木
校
盛
の
「
世
界
大
野
蛮
論
」
(
『
愛
国
新
誌
』

4
1
5
号
)
に
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
発
言
内
容
が
不
明
な
の
で

断
定
は
で
き
な
い
。

(
北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授
)
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